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八イブリツド式加湿器 MOD-KH1 203 


取扱説明書-保証書 



このたびは、当社製品をお買い上げいただき 
まして、誠にありびとうございまず。正しくご 
使用いただくために瓜ずこの取扱説明書をよく 
お読みください。なお、お読みにな5れたあと 
をいつでも見5れるように大切になちしてくだ 
さい。 



を全上のごま意 . 

各部の名称とはた5き . 

正しい使いかた . 

P . 2〜3 

P . 4〜已 
P . 6〜日 

わ于八す 1 こ株仔 . 

修理. ヴー ビスを依頼ずる前に . 

ア フターヴー ビスについて . 

イ禾言止書 . 

■. • P . 11 
... 裏表紙 
... 裏表紙 



品 名 

八イブ U ツド式加湿器 

型 名 

M 0 D - KH 1203 

電 源 

AC 100 V 已 0/60 HZ 

定格消費電力 

80 W 

加湿性能 

1時間当り H (強）：約 300 ml / L (弱）：約 200 ml / SL (微弱）：約] 00 ml 

連続加湿時間 

約8時間 （H (強）運転時） 

水タンク容量 

約 2.6 L 

電源コード長さ 

約] .8 m 

外形寸法 

約幅] 7日 X 奥行 ] 6 日 X 高さ 348 mm 

お g 

貨 里 

約] .8 kg (本体のみ） 

付属品 

取扱説明書-保証書 X 1、交換用フ I ルト X 2 


♦ 仕様等は田!善■巧良のため，予告な < を更ずることびあ D まず。 

• この製品を使用でさるのは曰本国巧のみで，海かでは巧巧でさません。 


(This unit can not be used in Toreign countries as designed for Japan only.) 

口ほ式ち社 FO ツジわ 


















































まを上のごま意 


♦ご使用になる前に、この r 安を上のごミち意 J をよ<お読みの5え、正し<お使い<ださい。 
♦ここに巧したを意事！！はまをに関する重大な内容を記載していまずので、おず守って<ださい。 
♦お読みになつたあとは、おほいになる方びいつでを見5れるところに、化ず保巧して<ださい。 


A 警告 

誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示します。 

A ま忌、 

誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害の発生び想定される内容を示 
しまず。 

(物の損害とは、家屋-家財-家畜•ぺット等にかかわる拡大損害を示しまず。） 


図記号の意味と例 


(S) 

( S ) は、「してはいけないこと」を意味していまず。具体的な禁止内容は、&①中や近くに絵や 
文章で示していまず。 庙図の場 S ホ、 r 分巧禁止」を示しまず。） 

m 

参は「必ずずること」を意味していまず。具体的な強制内容は、参の中や近くに絵や夕章で示 
していまず。 （ち図の場合は、「電源プラグをコンセントか S 巧くこと」を示しまず。） 



0 

禁止 

交流100 V 政がでは使用しない。 

火が-感電の原因になりまず。 

〇 

指示 

電源プラグの巧および刃の取り付け面にホコリび付着し 
ている場合はふをとる。 

ホコリび付着したまま電源プラグを差し込むと、ショート • 
火災の原因になります。 

電源コードを傷つけたり、破損した D 、 加工したり、無理 
に巧ばたり、引っ3長った0、ねじったり、たばねたり、重 
いちのを乗せたり、挟み込んだ0しない。 

乂が-感電の原因になりまず。 

處 

プラグを抜< 

使用後は電源を切り、電源プラグをコンセントから巧く。 

火災や故障の原因になります。 

電源コードや電源プラグび傷んだ0、コンセントの差し込 
みがゆるいとさは使用しない。 

感電-ショート-発火の原因になります。 

お手入れの際は、を全のため電源プラグをコンセントか 
5抜く。 

感電•火災-けびの原因になることがあ0ます。 

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用 
しない。 

けび-やけど-感電の原因になります。 

分解禁止 

分解しない。また、修理技術ち LU がの人は修理しない。 

火災•感電-けびの原因になります。修理は販売店また 
はドウシシャサービスセンター〔裏表紙参照）にご相談く 
ださい。 

本体のずさ間にピンや針金などの金属物等、異物を入れ 
ない。 

感電-けびの原因になります。 

磯） 

めれ手禁止 

めれた手で、電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因になります。 

0 

使用禁止 

異常時（こば臭い、発煙など）は電源プラグを抜き、使 
用を惇止ずる。 

火災-感電の原因になりまず。 

(§) 

水めれ禁止 

水につけた0、水をかけたりしてめ！5さない。 

ショート-感電の原因になりまず。 

〇 

指示 

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。 

感電-ショート-発火の原因にな0ます。 




2 























A ミ主意 



湿度の高いところ （85%1 U 上）では使用しない。 

室内を濡らした0、故障の原因となります。 


電源プラグを抜くときは電源コードを持たずに必ず電源プ 
ラグをもって弓1き抜く。 

感電-ショート-電源コードの断線の原因になることびあ 
ります。 


ミストび直接、家具•壁-力ーテン-天井などにあたる 
ところで使用しない。 

家具-壁に染みびついたり、変形の原因にな D ます。 
本体を壁、家具、カーテン、寝具などか b 日 0 cm 政上離 
してご使用 <ださい。 


本製品を使用しないときは、水を捨てる。 

使用しない水をそのままにしておくと、カビや雑菌び繁殖 
し異臭の原因になります。 

使用しないとさは、水タンクと水檀の水を捨ててください。 



水タンクおよび水槽の水は毎日新しい水道水と入れ替え 
る。本体内部は常に清潔を保つよラ定期的にお手入れず 
る。 

お手入れせずにお使いになると、ミちれや水アカにより、力 
ビや雑菌び繁殖し、異臭の原因になります。まれに体質 
によっては、過敏に反応し健康を害することびあります。 
この場合は、医師に相談してください。 



犬やネコなどのペットのためには使用しない。 

ペットび本体や電源コードなどを傷め、火災の原因になる 
ことびあります。 

〇 

指示 


傾いた場所や棚などの高い場所-不ま定な場所には置か 
ない。 

転倒すると本体の破損、やけど•けびの恐れびありまず。 


本製品の近くに携帯電話やパソコンなどを置かない。 

加湿器の運転中は、加湿器周固の湿度び高くなりますの 
で、湿気に弱い携帯電話やパソコンなどの電子機器等は 
加湿器の近くに置かないで < ださい。 

水道水に含まれるミネラル分（カルシウム、マグネシウム 
など）びミストと共に空気中に放出され、水分び気化した 
あと、白いお状になって室内に拡散されまず。人体には 
無害ですび精密機器、電子機器などの故障の原因になる 
おそれびありますので、ホコリやミちれに弱い機器のあると 
ころでは使用しないで<ださい。 


ミストの出□に指を入れない。 

けびの恐れびあ0ます。 


0 

禁止 

ミストの出□をふさびない。 

S スト吹出□をふさぐと、蜜形や故障の原因となりまず。 



水道水 LU 夕りま使用しない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌び繁殖 
しにくいためです。ミネラルウォーター、アルカリイオン 
水、井戸水、浄水器の水を使用すると、カビや雑菌び繁 
殖し传すくなったり、水アカび多くなったりして、異臭の 
原因にな0ます。 


凍結にま意ずる。 

凍結のおそれびあるときは、本体の水を捨てる。 


会 

本製品はテレビ、ラジオなどか5吕 m む上はなして設置ず 
る。 

雑音の原因になる場をびあります。 


お湯は使用しない。 

4ぴ C 政上のお磊を使用すると、変お-誤動作の原因にな 
ります。 


本体を傾けない。 

水タンクに、水を入れたまま本体を傾けると、水びこぼれ 
る恐れびあります。 


ア n マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶巧入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 




本体をカーペットなどの柔5かい繊維の上に直接置いて 
使用しない。 

使用すると、本体の吸気□びふさびり、本体の故障や水 
漏れの原因になります。 




お手入れの際は往宅用洗剤-シンナー-ベンジン-アル 
コール.磨さおなどを使わない。 

変色-変お-感電-故障の原因になります。 
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各部の名祿とはた 3 を 


操作部 


タイマーランプ- 

タイマー設定ボタン- 
加湿量ランプ- 

加湿量設定ボタン- 
電源/給水表示ランプ- 
電源ボタン- 


運輯モードの設定： 

電源ボタンを押すごとに次のよラに切0 
誓わります。 

加湿運転-加湿運転-運転停止 
(ム-ドランプ就])(ム-ドランで肖灯） 

L 


CONT./2H/4H 


C1D 


QD 


の 


mood 


加湿量の設定： 

加湿量設定ボタン CE ) を巧すごとに次のように切0誓わります。 

H 「強 J 一 L r 弱 J 一 SL r 微弱 J 

t J 


加湿量の設定 

加湿量ランプの色 

H r 強」 

青色点灯 

L 「弱」 

オレンジ色点口 

SL 「微弱」 

オレンジ色点滅 


タイマー機能の設定： 

タイマー設定ボタン風を押すごとに次のよラに切り誓わります。 

CONT . 「連続運転 J 一 2 H 「2時間後オフ J 一 4 H 「4時間後オフ」 


タイ7—の設定 

タイマーランプの色 

CONT . 「連続運転」 

消灯状態 

2 H 「2時間後オフ」 

オレンジ色点灯 

4 H 「4時間後オフ」 

オレンジ色点滅 



ミスト吹出 □ 


水タンク取っ手 



ムードランプ付 
水位窓 


吸気 □ (底面） 


※水路カバーを正し<取り付けないと、本体より 
お湯びあ兩れる原因となります。 

水路カバー下部の脚部分（点線部）を本体水路 
の溝部にしっか0と差し込んで< ださい。 


ヒーター 



水路カバー 


溝（水路カバーの脚を入れる） 
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水タンクキャップ 


云スト □ 


付属品 



交換用フ I ルト2枚 



ア□マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 

本体を移動させる場含は、先に水タンクをはずし、本体の水を捨てる。 

水タンク及び本体の水びこぼれるおそれびあ0ます。 

水路カバーを必ず取り付けて使用ずる。 

取り付けないで使用すると水漏れの原因にな0ます。お手入れの時政外は取りはずさないで<ださし、。 

本体の水を捨てるとさは、排水方向矢印シールの方向か5捨てる。 

他の方向か5水を捨てると、送風□に水び入るなど、古た障の原因になります。 

































正しい使いかた 


使用前の準備 

1. 本体を水平な場所に設置ずる 

安定した水平な場所に設置してください。 


' 

A 注意 

テレビ、ラジオなどか 5 2 m む上はなして設 
置ずる。 

雑音の原因になる場をびあります。 

2. 給水する 

① 本体上部のカバーをはずし、水タンクを取 
り出しまず。 

② 水タンクキャップをはずして水タンクにき 
れいな常温の水道水を入れてください。 

③ 水タンクキャップを確実に締め、こぼれた 
水をふさとり、水漏れびないことを確認し 
て < ださい。 

A ミち意 

• 水道水 1 U 外の水は使用しない。 

• 運乾お了後、再度給水ずる場合はカバーを 
取りはずずとさにカバーの部の水滴びこぼ 
れまずので、タオル等を準備して本体や巧 
び濡れないよラにしてぐださい。 

3. 水タンクを本体に確実にセツトずる 

-水タンクを本体にセツトし、本体にカバーを 
しっかりかぶせまず。 

A 警告 

外出や本体か 5 長時間離れるとさは、 電源 プ 
ラグをコンセントか 5 巧く。 

消し忘れや火災の原因になります。 


4. 電源プラグをコンセントに差し込む 



臣 






























運拓の開始/停止 

1. 運転を開始ずる 

電源ボタンしな J ) を押すと電源/給水表示ラン 
プ （ P / E ) び緑色に点口します。ムードランプ 
び点口し、約2分後に加湿運転を開始します。 
※ミスト吹出□に、水び溜まることを防ぐた 
め、約2日秒間に]回、フアンモーターの 
風量を約2秒間かなくしています。 



を場に就寝ずる際、暖房機を止めて室内の 
温度が1日下になり、加湿運間を継続 
ずると結露が発生ずることがありまず。 

本体や床び濡れることびあ0まずので、就 
寝時や室温び]己にし处下、湿度び目 0%1 ；LL 
になる状況び予測される環境で使用される 
場合は、加湿量の設定を L 「弱」または SL 
「微弱」にするか、使用を停止してください。 
電源/給か表示ランプ （P/E ) び消えてか 
5ずぐ電源ボタンを押しても、約2分間は 
加湿しません。水湿を 6crcw 上に加熱し、 
殺菌を行なつてか5加湿運転を行なラため 
でず。 


タイマーランプ 

タイマー設定ボタン 
加湿量ランプ 

加湿量設定ボタン 
電源/給か表示ランプ 

電源ボタン 





運転モードの設定： 

電源ボタン ( S ) を巧すごとに次のように切り誓わります。 

加湿運転-加湿運乾-運輯停止 
(ム—ドランプ点灯）（ム—ドランプ消灯） I 




ノ 


2. ムードランプを消なずる 

電源ボタン〇をちラー度巧ずと、ムードラ 
ンプび消打しまず。 

※加湿運転は継続しまず。 

3. 運転を停止する 

電源ボタン〇ををラー度巧ずと、運転を停 
止します。 


本製品は壁や周囲か6適当な距離を巧つ 
て < ださい。 

本製品の設置は LU 下の点にミち意してください。 
•本製品は壁、寝具、力ーテン、家具などから已 0 cm 
し U 上離して設置してください。 

•5 スト吹出□を壁、寝具、カーテン、家具に向けな 
いでください。 


※加湿運転を停止後、約]分間送風運転を行 
し、そのあと完全に停止しまず。 


• じゅラたんなど毛足の長い巧の上には置かないで< 
ださい。吸気□びふさびり、本体の故障、周囲への 
水漏れの原因になります。 

•本製品を使用すると、水道水に含まれる5ネラル分 
などび、白い粉状になって室内に拡散されます。近 
<に置いた家具や電子機器などに付着し、白い巧れ 
になったり、機器の機能に悪影響を与えてしまいま 
すので、設置場所には十分ま意して<ださい。 

-本製品の近<には携帯電話、パソコンなど湿気に弱 
い電モ機器、精密機器は絶対に置かないで<ださい。 




V 


J 





































正しい使いかた（つづを) 


加湿量の設定/タイマーの設定 

運転時に加湿量設定ボタン 广巧。 を巧ずと加湿量の 
設定、タイマー設定ボタン®を巧ずとタイマー 
の設定びでさまず。 

1 . 加湿量を設定する 

加湿量を設定ずるには加湿量設定ボタン 广麻') 
を巧します。]回巧ずごとに L 「弱」一 SL r 微 
弱」「強」と切り替わりまず。 H 「強」の 
とさは青色ランプび、 L 「弱」のとさはオレン 
ジ色ランプび点灯し、 SL 「微弱」のとさは才 
レンジ色ランプび点滅しまず。 

2. タイマーを設定する 

タイマーを設定ずるにはタイマー設定ボタン 
® を巧しまず。]回巧ずごとに 2 H 「2時 
間後オフ」一 4 H 「4時間後オフ」 - CONT . 
「連続運転」と切0替わ0まず。タイマーラン 
プは 2 H 「2時間後オフ」のとさはオレンジ色 
にランプび点灯、 4 H 「4時間をオフ」のとさ 
はオレンジ色にランプび点滅、 CONT . 「連続 
運転」のとさは消好しまず。 


タイマーランプ 

タイマー設定ボタン 
加湿量ランプ 

加湿量設定ボタン 
電源/給水表示ランプ 

電源ボタン 





加湿量の設定： 

加湿量設定ボタン广を〇を押すごとに次のよラに切り曾わり 
ます。 


H 戸一 L r 亂 一 SL | 議 


加湿量の設定 

加湿量ランプの色 

H 1■強」 

青色点灯 

L r 弱」 

オレンジ色点灯 

SL 「微弱」 

オレンジ色点滅 


タイマー機能の設定： 

タイマー設定ボタンを巧ずごとになのよ5に切り替わ 
りまず。 

CONT. 「連続運尉一吕 H 「吕時間をオフ J 一 4H 「4時間をオフ J 

t _I 


タイマーの設定 

タイマーランプの色 

CONT. r 連続運乾」 

消灯状態 

2Hr2 時間後オフ」 

オレンジ色点灯 

4Hr4 時間後オフ」 

オレンジ色点滅 


V . ノ 


運起中に電源/給化表示ランプ （ P / E ) 
びホをに点なしたとき 

電源ランプびホ色に点灯したとさは、水タンク 
の水び足りなくなっていることを表していまず。 
水タンク、水檀内の水びかな<なるとブヴーび 
已回鳴り、電源/給水表示ランプ （ P / E ) びホ 
色に点灯しまず。 

① 水檀に残った水を捨てたあと、新しい水道 
水を水タンクに入れてください。 

② 水タンクより本体に水び行さわたりまずと、 
電源/給水表示ランプ ( P / E ) び消灯しまず。 


③電源ボタン广巧:)を巧して、運転を開始して 
<ださい。 



/ 

A を意 

給水が必要な場合、ブザーが曰回鳴り、 
電源/給水表示ランプ （P/E) がホく点 
灯しまず。かタンクに水を入れてください。 

> 
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ア□マケースの使いかた 

1. 本体にセットされているア□マケー 
スを引さ出す 

2. ア□マケースにセットされているフェ 
ルトにア□マオイルを染み込ませる 

ア□マケースにフェルトびセットされている 
ことを確認してください。市販のア□マオイ 
ルまたはエッセンシャルオイルを外側にこぼ 
れないよラま意しなびら2〜3滴フェルトに 
染み込ませまず。次にア□マケースを本体の 
奥までしっか0と差し込みまず。 



ア□マオイルまたはエッセンシャルオイルを 
ア□マケースか5溢れるまで入れずざない。 
ア07オイルまたはエッセンシャルオイル 
びア□マケースの外側に付着した場合はお 
ず}すを取る。 

ア□マケースの列測にア□マオイルまたは 
エッセンシャルオイルび付着した状態で本 
体に差し込まない。 

本製品専用のフェルト L ソ外で使用しない。 

本体の破損-巧障の原因になります。 


3. 運転を開始する 

7ページの「運転の開始/停止」の手順に従 
い運転を開始して<ださい。ア□マの香りを 
含んだ加湿をお楽しみいただけまず。 

アロマオイルまたはエッセンシャルオイルを 
入れない場合は通常の加湿器としてご使用い 
ただけまず。 

フェルトの交換 

※フェルトび巧れてさた場合や違ラ種類のア□マ 
オイルまたはエッセンシャルオイルを使用ずる 
場合は、フェルトを交換してください。 
※フェルトはア□マケースにご購入時にセットさ 
れているをのじ(外に2枚付属品として付属して 
いまず。 

《フェルトは洗って再使用ずることびでさません。 
※フェルトはア□マケースののの下になるよラに 
セットして<ださい。 

《ア□マケースは中性洗剤などで洗い、水気をよ 
くおさ取ってから、手順2に従ってセットして 
ください。 

※交換巧のフェルト AF -04 は別売しておりまず。 
4枚セット已2已円（税込み)。 

お買上げの販売店またはドウシシャサービスセ 
ンターへお問い合わせください。 


ア□マケース 




ア07オイル、または 
エッセンシャルオイル 


フエ J レト 


ア□マケースのぐぼみ 
か5浮き-はみだしび 
ないよラに m の下に 
セットして < ださい。 
出し入れずると走に 
引っ掛かる恐れびあり 
ます。 



公 


フエ J レト 



ア□マケースののの下 
になるようにフェルトを 
セットしてぐださい。 


ア□マオイル-エッセンシャルオイルなどについて 

-炎に近づけないでください。 

-子供の手の届かない場所に保ちして<ださし、。 

-巧服などに付着した場含は、大量の水で洗い流したあと、 
自然乾燥させて<ださい。乾燥機は使用しないでください。 
発火する恐れびあ0ます。 

-手に付着したとさは、直ちに手を洗ってください。 

-取り扱いについては、ア□マオイル-エッセンシャルオイ 
ルに付属の取扱説明書をご覧<ださい。 























お手入れと保巧 


A 警告 


•水タンクを取り出したあと、本体内部の金属部に細れない。（けび•刷章の原因） 

•必ず運転を止め、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体巧部び;ちえるのを待って占、6 (10 分位）お手入れ 
を巧なラ。（感電-やけど-けびの原因） 

• 青掃をは、必ず各部品を元通りにセツトずる。（やけど-けび-故障の原因） 


本化のお手入れ（週に2回な上） 水タンクのお手入れ(週に2回な上) 


本体に残っている水をされいに捨ててください。 
※水を捨てるとさは、必ず本体に表おされている 
排水方向矢印から捨ててください。 

矢印方向 LU 外から水を捨てると、送風口に水び 
入るなど故障の原因とな0まず。 

《水路カバーを取りはずした場合、必ず装着しな 
おしてください。水漏れの原因となりまず。 



※水路カバーを正しく取り付けないと、本体より 
お湯びあふれる原因とな0まず。 

水路カバー下部脚部分（点線部）を本体水路の 
溝部にしっかりと差し込んでください。 



溝（水路カバーの脚を入れる） 


水タンク内に水を入れ、水タンクキャップを締め 
て水タンクをよく振り、排水してください。（これ 
を2〜3回繰り返しまず。） 

※水タンクは必ず水で洗う。 

お湯で洗ラと変形の恐れびありまず。また洗剤 
等で洗ラと故障の原因とな0まずので、洗剤等 
は使わないでください。 


ベンジン-シンナーではふかない。（変色や 
変おの原因） 

化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書 
走に従って使用ずる。（変色-キズの原因） 
水タンクおよび水恒の水は毎曰新しい水道 
水と入れ曾える。本体内部は甫に青潔を保 
つよラ定期的にお手入れずる。 

お手入れせずにお使いになると、巧れや水 
アカにより、カビや雑菌び繁殖し、異臭の 
原因になります。まれに体質によっては、 
過敏に反応し健康を害することびあります。 
この場合は、医師に相談してください。 

水道水な巧は使わない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処 S されてお 
0、雑菌び繁殖しにくいためです。云ネラ 
ルウォーター、アルカ1」イオン水、井戸水、 
ミ争水器の水は水アカびをくなったり、カビ 
や雑菌び繁殖しやすくな0ます。必ず、さ 
れいな水道水をご使用ください。 

ジユースなどの軟料水、温水 （40’C な上)、 
化学塞品、芳香剤（ア□マオイルなど)、洗 
剤を入れた水などは絶巧に使巧しない。 

水タンクや本体び巧障ずる原因となります。 


※水を捨て、よく乾燥させてください。 

※吸気口のホコ U を掃除機などで清掃してください。 
本体のちれは、めるま湯か台所用洗剤に浸して 
かたくしぼった柔らかい巧でふきとり、さらに 
乾いた巧でやさし<からぶさをして<ださい。 
(樹脂部分は強くこずらないでください。傷つさ 
の原因となることびありまず。） 

《ア□マケースの吸気口のホコ U を掃除機などで 
清掃してください。（ち図） 


※ア□マケースに取り付けられているフィルター 
に付着したホコ1」を水洗いで取り除いてくださ 
し、（強くこずった0、ねじらないでください。 
破損の原因となることびありまず。） 


フイルター 


吸気 □ 
ア□マケース 
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修埋-ヴービスを依頼する前に 


A 警告 

修理技術者なかの人は分解したり修理をしない。 

r 故障かな？」 

と思ったとさには次の点をお調べください。 


症状 

主な原因 

処置 

電源が入5ない 

-電源プラグびコンセントに差し込 
まれていない 

電源プラグをしっか0差し込む 

加湿しない、または加湿量び 
少ない 

•電源/給水表おランプ （P/ 己び 
ホ色に点好している 

-給水ずる 

※電源/給水ランプ ( P/E ) び消 
えてからずぐに電源ボタン QJ) 
を巧してを、約2分間は加湿し 
ません。水温を6ぴ CLU 上に加熱 
し、殺菌を行なってから加湿運 
転を行なラためでず。 

•超音波振動板（セラ S ックディス 
ク）び交換時期になっている 
※超音波振動板（セラ三ックディ 
スク）の耐久時間は約3000 
時間でず。 

耐久時間を超えると三ストの発生量 
び少なくなったり、発生しなくなり 
まず。超音波振動板(セラ S ツクディ 
スク）の交換び必要でずので、サー 
ビスセンターへご相談ください（交 
換は有償となりまず） 

給水してち電源/給水表お 
ランプ （ P / E ) び赤色に点归 
ずる 

•水タンクび本体に確実にセットさ 
れていない 

水タンクを確実にセツトずる 

においびでる 

• 水道水じ(外を使巧している 

水タンク、水槽に残っている水を捨 
て、「お手入れと保を」に従って掃 
除する 

約吕〇秒間に1回ミストび 
止まりそうになる 

•故障ではありません。三スト吹出 
口に水び溜まることを防ぐため、 
約20秒間に]回、ファンモーター 
の風量を約 2 秒間少なくしていま 
す。 

通常の動作なので、異常ではあ0ま 
せん 


長年ご使用の加湿おはよ<点検を 


このよラな症がはあ0ませんか？ 

-電源コードや電源プラグが異常に熱い。 

-電源コードを動かすと、通電した0、しなかったりする。 

-こげ臭いち]いびする。 

-その他の異常-故障げある。 


► このよラな症状の時は、事故防止のため、すぐに電源を切り、 
コンセントから電源プラグを抜いて、必ず販売店またはド 
ウシシャサービスセンターに点検をご相談ください。 






















